	                                                                                      南病棟　チームカンファレンス記録
	院　長
	課　長
	主　任　
　　
	

	
	
	
	
	

	平成　１７　年　３月　１０日　（木）
	
	
	
	


           司会者　根市　弘子　　　　　記録者　伊藤　瑠美　
	鳥谷部
	根市
	角
	藤田
	月折
	中野
	三浦
	杉澤
	高森
	小泉
	田中
	

	　　　　　　
	
	　
	
	　
	　　
	
	　　
	
	
	
	

	○
	○
	外来
	公休
	明け
	準夜
	○
	公休
	公休
	公休
	○

	佐藤
	日向端
	森崎
	高渕
	荒木田
	伊藤
	　及川
	　田村
	中村佐
	植村
	小保内
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	留守
	明け
	準夜
	準夜
	留守
	○
	公休
	公休
	欠勤
	年休
	欠勤

	山田
	田ノ上
	中居
	　諏訪　
	高田
	
	
	
	白山
	石川
	川守田
	

	
	
	　　　　　　
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	留守
	明け
	公休
	○
	　　○
	
	
	
	○
	留守
	学校
	


 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。
＜内科診察＞

· 南　市三郎様…発熱時（38.0℃以上）の予測指示継続してあります。

· 久保田　ナヨ様…当院より喘息吸入治療剤１本処方となっています。

· 佐々木　喜代治様…昨日の胸のレントゲンを所見しご本人に説明済みです。まだ右肺野に薄い陰ある為、要加療継続していきます。発熱や咳の有無等状態観察お願いします。

· 北山　和子様…発熱ない為、臨時薬飲み切り止めとなっています。引き続き発熱に注意し状態観察お願いします。

· 前野　好三様…発熱ない為、臨時薬飲み切り止めとなっています。引き続き発熱に注意し状態観察お願いします。

＜川端Ｄｒ指示＞

· 板垣　富蔵様…昨日不穏（放尿行為・大声などの）興奮見られて、不眠で経過されています。本日主治医の診察あり、臨時薬及び就床前薬が増薬になっています。日中・夜間共に状態観察お願いします。

＜連絡事項＞

· 鳥谷部　国光様…ご家族が3/11（金）１６時から面談希望しています。

＜要注目患者様のＮＣＰ評価・検討＞

南Ｂユニット　田中　清様（６５）

主）脳器質性精神病　　合）進行性核上性麻痺（パーキンソン症候群）

♯１　脚力低下の防止

1 本人の状態に合わせ、歩行器使用し歩行訓練を行う。

2 自らスクワット行なう際は、スタッフから「良くやってますね」と声掛け見守りを行う。

3 体を動かすプログラム中は車椅子から離れ、見守りにてつかまり歩行を促す。

PSW高田さんより情報：・奥様に対して、嫉妬妄想あり。奥様の職場に電話して迷惑行為見られることがあった。

　　　　　　　　　　・電話をかける際、奥様は４時まで仕事なので、４時以降は自宅に居るそうですので、その時間帯に電話をかけていただきましょう。

作業療法士諏訪さんより情報：進行性核上性麻痺の為、眼球の垂直性運動ができなくなって来ている為、視野が狭くなってきている。眼球より下は見えていない様子なので、歩行時危険のない様に見守りして行く必要があります。

＜退院療養計画検討＞

吉田　ナヨ様

	本人の意向と治療意思（看護）
	本人は南山苑には行きたくないと話されている。その理由は知っている人が少ない。実家に帰れるんだと思っていた。現在は強く訴える事、拒否的な言動は聞かれていない。

	家族の意向と受け入れ態勢（看護・SW）
	南山苑入所意向で、了解を得ています。

	利用できる社会資源（SW）
	今後は南山苑入所となり、介護保険のサービスが主となる。（SW：高田）

	日常生活レベルでの援助の必要性（看護・OT・心理）
	歩行能力やコミュニケーション能力保たれている。適度な刺激や運動を通して、現在できる能力の維持を図っていくことが必要と思われる                                                           不安や自己否定感を持つことが多いので、声掛けをすること、身体に触れてコミュニケーションをとることなど、安定感を与えられるような配慮が必要である。現在の能力を維持させるような関わりが望ましい。（心理：菅野）

	社会生活上の問題点（看護・SW）
	病院内では物色・徘徊等の問題行動は現在見られなく落ち着いていますが、南山苑に行く事で環境の変化で徘徊・物色行為などの問題行動が出てくる可能性があります。

	服薬の認識（看護・薬局）
	自己管理不可で、病棟管理を要する。


